
堅､ 些拭饗

一
一

閏

■ ☆
「
気
ま
ぐ
れ
カ
モ
メ
」

開
店
一
一
周
年

港
に
も
て
な
し
の
場
を

大
震
災
を
契
機
に
元
町
に
オ
ー

プ
ン
し
た
カ
フ
ェ
＆
シ
ョ
ッ
ト
バ

ー
「
気
ま
ぐ
れ
カ
モ
メ
」
が
開
店

二
周
年
を
迎
え
た
。

昼
は
家
庭
料
理
や
喫
茶
が
楽
し

め
る
ホ
ッ
と
し
た
雰
囲
気
、
夜
は

一
転
、
大
人
の
ム
ー
ド
が
漂
う
お

店
だ
。
ラ
ン
チ
の
気
ま
ぐ
れ
井
セ

ッ
ト
６
５
０
円
は
日
替
わ
り
メ
ニ

ュ
ー
。
「
売
り
切
れ
御
免
』
な
の
で

お
昼
は
お
早
め
に
。
夜
は
カ
ク
テ

ル
が
お
ス
ス
メ
。
桂
花
陳
酒
ベ
ー

ス
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
ク
テ
ル
『
カ

モ
メ
」
９
０
０
円
と
白
ラ
ム
ベ
ー

ぴ
っ
と
。
い
ん

可愛らしい、花柄プリントでまとめられ
た店内

今日は中国語のレッスン

ス
の
『
神
戸
カ
ク
テ
ル
」
１
０
０

０
円
が
開
業
以
来
１
，
２
位
を
争

う
人
気
だ
。

一
年
ほ
ど
前
か
ら
毎
週
火
曜
と

水
曜
（
午
後
３
時
１
４
時
）
に
語

学
教
室
を
開
催
。
火
曜
Ｒ
に
英
語
、

水
曜
日
に
中
国
語
（
北
京
語
）
を

学
ん
で
い
る
。

「
お
店
の
生
き
残
り
に
は
オ
リ

ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
が
不
可
欠
」
と
お

っ
し
ゃ
る
角
本
マ
ス
タ
ー
。
ユ
ー

モ
ア
あ
ふ
れ
る
マ
ス
タ
ー
自
身
が

「
気
ま
ぐ
れ
カ
モ
メ
」
の
オ
リ
ジ
ナ

リ
テ
ィ
ー
と
言
え
そ
う
だ
。

画
気
ま
ぐ
れ
カ
モ
メ

神
戸
市
中
央
区
元
町
通
２
．
３
．
４

大
石
ビ
ル
２
Ｆ

公
０
７
８
．
３
３
３
．
１
８
９
２

営
業
時
間
個
時
的
分
〜
恰
時
釦
分
旧
時

釦
分
〜
四
時

☆
「
た
っ
ぷ
り
召
し
上
が
れ
」

お
気
軽
フ
レ
ン
チ

東
急
ハ
ン
ズ
近
く
、
生
田
ロ
ー

ド
を
少
し
下
っ
た
と
こ
ろ
に
、
４

月
飢
日
、
お
酒
落
な
フ
レ
ン
チ
レ

ス
ト
ラ
ン
が
オ
ー
プ
ン
。
ビ
ル
の

２
階
か
ら
垂
れ
下
が
る
フ
ラ
ン
ス

国
旗
が
目
印
だ
。
店
名
「
ポ
ナ
ペ

テ
ィ
」
は
「
た
っ
ぷ
り
召
し
上
が

れ
」
の
意
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
料
理

を
出
す
時
に
添
え
ら
れ
る
お
馴
染

み
の
言
葉
だ
そ
う
だ
。

ラ
ン
チ
は
１
２
０
０
円
と
２
５

０
０
円
、
デ
ィ
ナ
ー
は
２
５
０
０

円
、
３
５
０
０
円
と
５
０
０
０
円

の
各
コ
ー
ス
に
ア
ラ
カ
ル
ト
。
ラ

ン
チ
の
１
２
０
０
円
に
３
０
０
円

プ
ラ
ス
で
デ
ザ
ー
ト
が
つ
く
。

本
場
フ
ラ
ン
ス
で
修
業
、
ホ
テ

ル
を
経
て
開
店
し
た
上
田
敏
見
シ

ェ
フ
と
お
店
を
切
り
盛
り
す
る
夫

人
・
充
恵
さ
ん
の
息
も
ぴ
っ
た
り
。

「
堅
苦
し
い
と
思
わ
れ
が
ち
な
フ
ラ

ン
ス
料
理
を
も
っ
と
気
軽
に
低
価

格
で
召
し
上
が
っ
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
ア
ヅ
ト
ホ
ー
ム
な
空
間
作

り
を
め
ざ
す
。
カ
ウ
ン
タ
ー
席
で

調
理
が
見
ら
れ
る
の
も
魅
力
。

田
ポ
ナ
ペ
テ
ィ

神
戸
市
中
央
区
下
山
手
通
２
．
１
．
打

城
村
ビ
ル
２
Ｆ

丑
０
７
８
．
３
３
３
．
３
８
４
８

営
業
時
間
ｎ
時
釦
分
〜
科
時
打
時
釦

分
〜
翠
時

十
牟
妙
と
黒
の
ハ
ー
ド
バ
ッ
ィ
毛
ハ
ー

「
イ
ン
デ
ィ
ー
ド
ー
」

響晶』蛙，零や

■

雫霊慧議雪塞

I韮Ｉ

４
月
、
ト
ア
ウ
ェ
ス
ト
に
登
場

し
た
ジ
ャ
ズ
バ
ー
「
イ
ン
デ
ィ
ー

ド
ー
」
。
赤
と
黒
の
内
装
が
刺
激
的

だ
。
マ
ス
タ
ー
の
杉
本
朋
也
さ
ん

は
高
校
時
代
か
ら
ジ
ャ
ズ
を
聞
き

始
め
、
集
め
た
レ
コ
ー
ド
が
約
１

５
０
０
枚
。
ジ
ャ
ズ
バ
ー
を
開
く

こ
と
が
夢
だ
っ
た
と
い
う
。

「
大
人
の
ひ
と
に
、
じ
っ
く
り

飲
ん
で
じ
っ
く
り
聴
い
て
ほ
し

い
」
。
チ
ャ
ー
ジ
５
０
０
円
。
ビ
ー

ル
、
ウ
ィ
ス
キ
ー
（
と
も
に
６
０

０
円
〜
）
の
ほ
か
、
純
米
日
本
酒

（
８
０
０
円
〜
）
も
飲
め
る
の
が
粋

霊
具
澄
』
も
あ
る
で
よ
）
。
初
代
神

戸
マ
イ
ス
タ
ー
井
上
誠
さ
ん
描
く

リ
ー
・
モ
ー
ガ
ン
（
ト
ラ
ン
ペ
ッ

タ
ー
）
の
絵
が
、
店
内
の
雰
一
凹
気

今
空
局
め
て
い
る
。
イ
ン
デ
ィ
ー
ド
ー
．

■
一
己
の
呂
一

神
戸
市
中
央
区
北
長
狭
通
３
．
洲
・
制

福
一
ビ
ル
Ｂ
１
Ｆ

写真右が杉本朋也マスター

j謹浄霧&
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一

睡
’
１
｛
Ｐ

盃
０
７
８
．
３
３
１
．
７
０
１
５

営
業
時
間
洲
時
〜
お
時
灯
時
〜
５
時

☆
自
然
の
中
で
お
茶
し
ま
せ
ん

か
？
「
ガ
ー
デ
ン
レ
ス
ト
ラ

ン
・
パ
ス
コ
」

英
国
ス
タ
イ
ル
の
緑
豊
か
な
庭

園
の
中
で
、
料
理
、
デ
ザ
ー
ト
、

紅
茶
な
ど
を
楽
し
め
る
「
ガ
ー
デ

ン
レ
ス
ト
ラ
ン
・
パ
ス
コ
」
が
話

題
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
も
そ
の

は
ず
、
店
が
位
置
す
る
の
は
大
丸

神
戸
店
の
屋
上
フ
ロ
ア
加
階
。
花

と
緑
い
っ
ぱ
い
の
こ
こ
は
、
一
歩

足
を
踏
み
込
め
ば
、
従
来
の
百
貨

店
屋
上
イ
メ
ー
ジ
が
一
新
さ
れ
る

ほ
ど
解
放
感
あ
ふ
れ
る
空
間
な
の

だ
。
美
味
し
い
ベ
ー
カ
リ
ー
と
し

て
定
評
の
あ
る
パ
ス
コ
が
プ
ロ
デ

ュ
ー
ス
す
る
だ
け
に
パ
ン
に
う
る

さ
い
神
戸
っ
子
も
大
満
足
の
メ
ニ

ュ
ー
が
揃
う
。
焼
き
た
て
パ
ン
を

使
っ
た
ロ
ー
ス
ト
ピ
ー
フ
サ
ン
ド
、

カ
ン
パ
ー
ニ
ュ
オ
ム
レ
ッ
な
ど
英

国
の
家
庭
料
理
、
本
格
派
イ
ン
グ

リ
ッ
シ
ュ
テ
ィ
ー
の
他
、
英
国
パ

デパートの屋上が、イングリッシュガー
デンに

ブ
風
生
ビ
ー
ル
、
ワ
イ
ン
、
シ
ャ

ン
パ
ン
な
ど
ア
ル
コ
ー
ル
類
も
豊

富
。
こ
れ
か
ら
の
季
節
、
降
り
注

ぐ
陽
光
の
元
、
屋
外
テ
ラ
ス
席
で

ぜ
ひ
一
度
ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ー
ン
な
気

分
を
お
楽
し
み
あ
れ
。

国
ガ
ｉ
デ
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
・
パ
ス
コ

大
丸
神
戸
店
屋
上

営
業
時
間
午
前
佃
時
〜
午
後
９
時

壷
０
７
８
．
３
２
１
．
７
３
１
１

☆
ワ
イ
ン
通
に
な
れ
る

レ
ス
ト
ラ
ン
「
シ
ャ
ガ
ー
ル
」

プ
ロ
の
ソ
ム
リ
エ
を
世
に
送
り

出
し
て
い
る
、
日
本
ソ
ム
リ
エ
ス

ク
ー
ル
が
レ
ス
ト
ラ
ン
「
シ
ャ
ガ

ー
ル
」
を
５
月
加
日
（
火
）
に
オ

ー
プ
ン
し
た
。

こ
こ
の
ウ
リ
は
や
は
り
ワ
イ
ン
。

コ
ー
ス
そ
れ
ぞ
れ
の
料
理
に
あ
っ

た
グ
ラ
ス
ワ
イ
ン
を
ソ
ム
リ
エ
が

セ
レ
ク
ト
し
て
く
れ
る
セ
ッ
ト
は

お
す
す
め
。
普
通
の
レ
ス
ト
ラ
ン

に
行
き
、
小
人
数
で
い
ろ
ん
な
種

類
の
ワ
イ
ン
を
楽
し
み
た
く
て
も

フ
ル
ボ
ト
ル
や
ハ
ー
ブ
ポ
ト
ル
ー
、 シヤガールの絵がかけられている

瞳

スナック「蓮」は留学生と 上海料理「蓮」姉妹で

竜＝
ー＝

l塾

２
種
類
を
頼
ん
で
終
わ
っ
て
し
ま

う
。
で
も
こ
の
セ
ッ
ト
な
ら
ワ
イ

ン
の
種
類
も
覚
え
る
こ
と
が
で
き

て
一
石
二
鳥
。

生
徒
の
実
習
の
場
と
し
て
も
機

能
す
る
こ
と
も
あ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
。

「
フ
レ
ン
チ
は
ち
ょ
っ
と
堅
苦
し
く

て
」
と
思
っ
て
い
る
人
も
気
軽
に

訪
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ワ
イ
ン

に
つ
い
て
何
で
も
聞
い
て
み
よ
う
。

コ
ー
ス
８
０
０
０
円
〜
、
グ
ラ
ス

ワ
イ
ン
セ
ッ
ト
３
５
０
０
円
〜

■
レ
ス
ト
ラ
ン
「
シ
ャ
ガ
ー
ル
」

神
戸
市
中
央
区
日
暮
通
３
．
５
・
釦

日
本
ソ
ム
リ
エ
ス
ク
ー
ル
ビ
ル
７
階

公
０
７
８
．
２
７
１
．
０
８
１
０

営
業
時
間
把
時
〜
型
時
（
オ
ー
ダ
ー
ス
ト

ッ
プ
即
時
百
・
月
・
祝
休

ソ
ム
リ
エ
ス
ク
ー
ル
で
は
ワ
イ
ン
お
よ
び
フ

ラ
ン
ス
料
理
の
昼
間
、
夜
間
の
短
期
講
座
を

函
塑
魂
中
途
入
学
も
受
付
て
お
り
ま
す

お
問
い
合
わ
せ

垂
０
７
８
．
２
３
２
．
０
８
１
０

☆
上
海
気
分
満
喫
の
中
国
ス
ナ

ッ
ク
（
姉
妹
店
）
上
海
風
味
料

れ
ん

理
「
蓮
」

マ
マ
の
帝
静
紅
さ
ん
は
、
神
戸

に
留
学
生
で
や
っ
て
き
て
十
年
目

の
上
海
っ
子
。
ま
だ
留
学
生
の
少

な
い
時
代
に
神
戸
で
苦
労
を
重
ね
、

今
や
南
京
町
の
上
海
風
味
料
理

れ
ん

「
蓮
」
を
妹
の
静
碕
さ
ん
と
開
き
、

中
国
風
ス
ナ
ッ
ク
「
蓮
」
を
生
田

新
道
の
神
戸
サ
ウ
ナ
を
南
下
し
た

所
に
あ
る
シ
ャ
ル
マ
ン
ビ
ル
４
階

で
例
々
、
畔
畔
、
陽
々
の
若
い
留

学
生
達
の
面
倒
を
見
な
が
ら
上
海

ム
ー
ド
の
明
る
く
楽
し
い
店
を
開

く
と
い
う
人
気
者
。
（
カ
ラ
オ
ケ
Ｏ

Ｋ
）
彼
女
は
「
（
蓮
）
ハ
ス
の
花
は
、

花
か
ら
根
ま
で
、
花
や
食
用
、
薬

用
と
全
部
が
役
に
立
つ
で
し
ょ
う
。

そ
れ
で
名
前
を
蓮
に
し
ま
し
た
。

私
も
日
中
友
好
の
お
役
に
立
ち
た
い

デ
ス
」
と
け
な
げ
に
語
っ
て
い
る
。

■
ス
ナ
ッ
ク

神
戸
市
車
央
区
北
長
狭
通
２
．
相
・
柵

第
７
シ
ャ
ル
マ
ン
ビ
ル
４
階

恋
０
７
８
．
３
２
１
．
２
１
７
８

営
業
時
間
伯
時
〜
餌
時
日
休

園
料
理
店

控
星
凪
｝
央
区
元
町
通
創
・
柘

詮
０
７
８
．
３
９
２
．
２
２
７
８

営
業
時
間
制
時
〜
創
時
／
平
日
帽
時
〜
打

時
休
ラ
ン
チ
３
５
０
円
〜
竺
伎
一
品
料

理
５
０
０
円
〜
コ
ー
ス
３
５
０
０
円

５
０
０
０
円

BIg
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☆
Ｎ
Ｈ
Ｋ
新
ド
ラ
「
甘
辛
し

や
ん
」
成
功
祈
願
祭
行
わ
れ
る

５
月
型
日
（
水
）
、
西
宮
神
社

で
加
月
ス
タ
ー
ト
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
の

連
続
テ
レ
ビ
小
説
『
甘
辛
し
や
ん
」

の
成
功
祈
願
祭
が
行
わ
れ
た
。
霞

災
か
ら
２
年
半
を
迎
え
る
地
元
で

は
、
ド
ラ
マ
の
ヒ
ッ
ト
が
復
興
の

起
爆
剤
に
な
れ
ば
と
期
待
を
寄
せ

て
い
る
。

物
語
の
舞
台
は
神
戸
・
灘
五
郷

の
酒
蔵
。
伝
統
と
格
式
を
重
ん
じ

る
世
界
で
数
々
の
苦
難
を
乗
り
越

え
、
“
し
や
ん
”
と
あ
が
っ
た
理
想

的
な
酒
造
り
を
め
ざ
す
女
性
・
榊

☆
「
こ
の
街
・
素
敵
コ
ン
テ
ス
，
と

新
星
和
不
動
産
が
絵
画
・
写

真
・
エ
ッ
セ
ー
を
募
集

新
星
和
さ
ん
が
「
星
」
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
ー
。
創
業
妬
周
年
・
新
創

業
皿
周
年
を
迎
え
た
新
星
和
不
動

産
で
は
、
記
念
イ
ベ
ン
ト
「
こ
の

街
・
素
敵
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
実
施

中
。
自
分
が
住
ん
で
い
る
街
を
テ

－
マ
に
し
た
作
品
（
絵
画
・
写

真
・
エ
ッ
セ
ー
）
を
募
集
し
て
い

る
。
大
賞
受
賞
者
に
は
「
あ
な
た

の
星
」
雪
国
際
星
名
登
録
シ
ス
テ

ム
」
に
よ
り
ア
メ
リ
カ
会
議
図
書

館
に
永
久
保
存
）
と
旅
行
券
（
ジ

ュ
ニ
ア
部
門
は
図
書
券
）
が
贈
ら

れ
る
。
締
切
り
は
８
月
瓢
日
（
必

着
）
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を
。

ジ
ャ
ー
ナ
ル

ポ
ケ
ッ
ト

日生ニュータウン「カリヨ
ンの丘」佐々木悟郎画

■
新
星
和
不
動
産
内
「
友
の
会
」
事
務

局
恋
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
０
１
２
０
．
２

９
．
６
６
７
７

☆
子
供
達
に
愛
と
夢
を

神
戸
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
開
催

１
９０

１

ユ
ー
ジ
カ
ル
」
の
記
者
発
表
が
行

わ
れ
た
。

日
に
日
に
力
強
く
復
興
し
て
い

く
神
戸
の
街
と
は
対
照
的
に
、
今

な
お
傷
つ
い
た
心
を
癒
す
す
べ
も

な
い
多
く
の
子
供
達
が
い
る
。
公

演
で
は
七
百
五
十
六
席
の
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
設
け
、
震
災

遺
児
や
孤
児
を
招
待
。
収
益
金
の

一
部
は
作
家
・
藤
本
義
一
さ
ん
が

佐藤夕美子さん

泉
の
半
生
。

泉
を
演
じ
る
の
は
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
「
ア
ニ
ー
」
の
子
役
で
も
お
な

じ
み
の
佐
藤
夕
美
子
さ
ん
（
皿

歳
）
・
ド
ラ
マ
で
は
四
歳
か
ら
如

歳
代
半
ば
ま
で
を
演
じ
る
。
こ
の

日
初
め
て
お
神
酒
を
口
に
し
た
彼

女
は
、
「
口
当
た
り
が
軟
ら
か
い
」

と
気
分
は
す
で
に
ヒ
ロ
イ
ン
。

『' ３７神戸ミュージカル』
＆睡口か吋制室Ｒ－ｍｌ ﾖ エ ５

月
加
日
神
戸
ハ
ー
バ
ー
サ
ー

カ
ス
で
、
こ
の
夏
開
催
の
『
パ
ソ

ナ
ド
リ
ー
ム
シ
ア
タ
ー
ｗ
叩
神
一
戸
ミ

呉小芸さんと「芦屋どんぐりコール」の
子供達
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代
表
を
務
め
る
「
希
望
の
家
」
建

設
準
備
誉
に
寄
付
さ
れ
る
。

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
は
今
年
だ
け
で

な
く
、
来
年
以
降
も
継
続
し
て
開

催
す
る
予
定
。
「
震
災
を
乗
り
越

え
、
笑
顔
と
弾
む
心
で
虹
世
紀
の

創
造
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
神
戸
の

子
供
達
を
応
援
し
て
い
き
ま
す
」
。

■
期
間
８
月
担
日
（
火
）
〜
ね
日
（
火
）

※
伯
、
杷
日
は
リ
ハ
ー
サ
ル
日

場
所
新
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
劇
場

入
場
料
３
０
０
０
円
（
前
売
り
同
一

料
金
・
全
席
指
定
）

公
演
団
体
バ
ン
ダ
イ
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、

エ
ル
グ
（
Ｌ
Ｄ
Ａ
）
、
Ｅ
Ｇ
Ｇ
、
ミ
ク
ロ

コ
ス
モ
ス
、
芦
屋
ど
ん
ぐ
り
．
Ｉ
ル

問
い
合
わ
せ
師
神
戸
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

実
行
委
員
会
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
８
．
３
６

２
．
８
０
０
６

Ｊ
リ
ー
グ
、
節
ジ
ェ
フ
市
原
の

試
合
が
ユ
ニ
バ
ー
記
念
競
技
場
で

あ
っ
た
翌
日
の
５
月
溺
日
、
ト
ア

ロ
ー
ド
に
あ
る
サ
ッ
カ
ー
シ
ョ
ッ

プ
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｏ
に
ヴ
ィ
ッ
セ
ル
神
戸

の
永
島
昭
浩
選
手
と
神
野
卓
哉
選

手
が
訪
れ
、
サ
イ
ン
会
が
開
か
れ

★
ト
ア
ロ
ー
ド
に
永
島
選
手

と
神
野
選
手
現
れ
る

永島選手

た
。
時
な
ら
ぬ
人
の
列
に
行
き
交

う
人
々
も
び
っ
く
り
。
何
が
あ
る

ん
で
す
か
、
と
覗
き
込
ん
で
い
た
。

当
日
は
全
日
本
代
表
の
加
茂
周

監
督
の
実
弟
で
も
あ
る
加
茂
健
社

長
も
来
店
。
集
ま
っ
た
大
勢
の
サ

ッ
カ
ー
少
年
や
フ
ァ
ン
約
三
百
人

が
二
選
手
と
記
念
撮
影
後
、
サ
イ

ン
と
永
島
選
手
が
契
約
し
て
い
る

Ｌ
Ｏ
ｔ
ｔ
ｏ
の
景
品
を
も
ら
っ

た
。
そ
の
上
、
写
真
は
後
日
店
に

飾
ら
れ
、
取
り
に
き
た
本
人
に
手

渡
さ
れ
る
な
ど
、
店
の
粋
な
計
ら

い
に
大
喜
び
だ
っ
た
。

平
成
８
年
２
月
に
他
界
し
た
司

馬
遼
太
郎
さ
ん
が
『
週
刊
朝
日
」

に
寄
稿
し
た
「
街
道
を
ゆ
く
」
は
、

一
九
七
一
年
に
ス
タ
ー
ト
し
て
以

来
、
多
く
の
人
に
愛
読
さ
れ
た
。

国
内
外
の
羽
街
道
を
歩
き
、
連
載

回
数
は
千
百
四
十
七
に
の
ぼ
る
。

こ
れ
は
四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙
に

換
算
す
る
と
一
万
八
千
枚
を
越
え

る
そ
う
だ
。

５
月
中
旬
か
ら
、
阪
急
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
で
は
、
司
馬
さ
ん
の
作
品

と
故
・
須
田
勉
太
画
伯
を
は
じ
め

と
す
る
挿
絵
を
集
め
た
「
街
道
を

ゆ
く
展
」
が
開
か
れ
た
。
作
品
以

外
に
も
司
馬
さ
ん
が
書
斎
で
愛
用

し
た
眼
鏡
や
万
年
筆
、
司
馬
さ
ん

の
遺
稿
な
ど
が
展
示
さ
れ
、
来
場

者
は
目
を
細
め
て
い
た
。

☆
街
道
を
ゆ
く
展

＝

Ⅱ

■q e ■ロ

５
月
釦
日
、
兵
庫
県
立
神
戸
生
活

科
学
セ
ン
タ
ー
で
、
第
泌
回
消
費

者
プ
ラ
ザ
展
の
開
会
式
と
記
念
講

演
が
開
か
れ
た
。

開
会
式
で
は
所
長
の
酒
居
淑
子

氏
が
あ
い
さ
つ
、
続
い
て
生
活
文

化
部
長
の
宮
崎
秀
紀
氏
が
は
げ
ま

し
の
言
葉
を
述
べ
た
。
記
念
講
演

で
は
、
大
阪
大
学
教
授
の
林
敏
彦

氏
が
「
と
も
に
創
ろ
う
明
日
の
く

ら
し
Ｉ
規
制
緩
和
と
自
己
責
任

ｌ
」
と
題
し
て
卯
分
に
わ
た
り
誰

司
馬
さ
ん
独
自
の
鋭
い
洞
察
力

が
生
み
出
す
文
体
と
、
須
田
さ
ん

の
生
命
感
に
満
ち
た
墨
絵
が
一
体

と
な
っ
た
「
紀
行
文
の
傑
作
」
は
、

今
後
も
愛
読
者
を
増
や
し
つ
づ
け

る
で
あ
ろ
う
。

☆
第
記
回
消
費
者
プ
ラ
ザ
展

「
と
も
に
創
ろ
う
明
日
の
く
ら
し
」

林氏のユーモアに会場からは時折笑
いが

講談社
14 0 0円

子
供
の
「
や
る
与
凸
を
育
て
て
い

ま
す
か
。

子
供
が
勉
強
し
な
い
、
口
答
え
す

る
…
親
の
悩
み
は
尽
き
な
い
が
、
口

で
言
っ
て
わ
か
ら
せ
る
に
も
限
界
が

あ
る
。
子
供
を
変
え
る
よ
り
、
ま
ず

は
親
自
身
が
変
わ
ら
な
き
ゃ
…
？
彼

ら
の
可
能
性
を
信
じ
る
こ
と
が
「
や

る
気
」
に
つ
な
が
る
の
だ
そ
う
だ
。

肯
定
型
教
育
の
ス
ス
メ
。

教
育
の
ヒ
ン
ト

色轟 R I 耐零蓑更

読
売
新
聞
四
国
県
版
に
約
一
年

１
９１

１

四
国
八
十
八
か
所
、
別
格
二
十
番

札
所
に
加
え
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災

慰
霊
供
養
を
兼
ね
て
巡
っ
た
高
野

山
・
金
剛
峯
寺
ま
で
を
収
録
。
分
か

り
や
す
い
文
章
と
著
者
の
手
に
な
る

彫
画
が
あ
た
た
か
い
。
信
仰
、
仏
縁

に
は
ほ
ど
遠
い
と
い
う
人
も
一
読

を
。
少
し
や
さ
し
く
な
れ
ま
す
。

☆
四
国
へ
ん
ろ
風
景

伊
藤
太
一
著

や
る
気
が
育
つ

☆
や
る
気
が
育
つ
教
育
の
ヒ

ン
ト
山
本
紹
之
介
著

間
連
載
さ
れ
た
四
国
遍
路
記
。

国
神
戸
の
本
棚

Iiii;琵伽，

翁
需
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わ
れ
る
銅
や
真
鋪
を
優
し
く
、
暖

か
く
、
独
特
の
ハ
ン
マ
ー
ワ
ー
ク

で
表
現
し
て
い
る
の
が
特
徴
。
巨

大
な
オ
ブ
ジ
ェ
か
ら
小
さ
な
ア
ク

セ
サ
リ
ー
ま
で
多
彩
な
作
品
が
並

☆
催
し
物
、
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド

●
５
月
釦
日
（
金
）
〜
６
月
３
日

（
火
）
、
神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
美
術

館
で
「
ア
キ
コ
伊
達
メ
タ
ル
ア
ー

ト
展
」
が
開
催
さ
れ
た
。
伊
達
さ

ん
の
作
品
は
堅
い
、
冷
た
い
と
言

演
、
軽
妙
な
語
り
口
で
、
規
制
緩

和
で
は
な
い
規
制
改
革
の
必
要
性

を
説
い
た
。

消
費
者
プ
ラ
ザ
展
は
神
戸
・
阪
神

地
域
の
消
費
者
団
体
、
グ
ル
ー
プ

が
一
年
間
の
活
動
成
果
を
展
示
、

発
表
す
る
場
と
し
て
５
月
釦
日

（
金
）
〜
６
月
釦
口
（
月
）
に
開

催
さ
れ
た
。

関
西
国
際
空
港
は
今
、
と
き

め
い
て
い
る
。
平
成
八
年
度
の

乗
降
客
数
は
一
八
八
○
万
人
を

超
え
て
い
る
。
ま
さ
に
、
国
際

的
な
大
空
港
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー

し
た
と
言
え
る
。
ち
な
み
に
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
の
“
チ
ャ
ン
ギ
ー

「
神
戸
空
港
」
を
考
え
る

花時計

錨
鼻
．
露
．
急
競

空
港
”
の
利
用
客
は
二
三
○
○

万
人
で
あ
る
。
流
石
に
関
空
の

利
用
度
は
高
い
。
二
十
四
時
間

利
用
で
き
る
と
い
う
海
上
空
港

の
特
色
が
生
き
て
い
る
。
今
や

関
空
は
日
本
の
表
玄
関
の
様
相

を
呈
し
て
い
る
。

民
族
学
博
物
館
教
授
の
石
森

秀
三
さ
ん
は
、
観
光
人
類
学
の

立
場
か
ら
、
近
い
将
来
、
世
界

的
な
観
光
ブ
ー
ム
が
起
き
る
、

「
観
光
の
ビ
ッ
グ
バ
ー
ン
が
起

き
る
」
と
予
言
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
は
、
文
明
史
的
必
然
で
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

現
在
、
世
界
中
で
六
億
人
近

メタルの輝きが独特の空間を作り上げている

い
人
た
ち
が
旅
を
し
て
い
る
。

二
○
一
○
年
に
は
一
○
億
人
に

な
る
と
喝
破
さ
れ
て
い
る
。
つ

ま
り
、
観
光
も
地
球
規
模
で
動

く
よ
う
に
な
る
と
推
測
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。

一
四
○
万
都
市
神
戸
も
当
然

の
こ
と
な
が
ら
未
来
に
対
応
で

き
る
施
策
を
持
た
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
神
戸
の
街
に
は
、
陸
、

海
、
空
の
結
節
点
と
し
て
“
明

石
海
峡
大
橋
”
の
完
成
と
共
に

「
神
戸
空
港
」
が
必
要
で
あ
ろ

う
。
開
港
一
三
○
年
を
迎
え
る

神
戸
の
課
題
で
あ
る
。〈

Ｙ
・
Ｙ
〉

ユ
や

▼

さＪ１

ﾖ 霊毎､

び
、
特
に
小
物
は
若
い
女
性
に
好

評
だ
っ
た
。

●
５
月
訓
日
（
金
）
〜
６
月
２
日

（
月
）
、
神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
マ
ー

ト
で
「
ヒ
ロ
・
ヤ
マ
ガ
タ
来
場
展

師
」
が
開
か
れ
た
。
こ
の
催
し
は

展
示
販
売
会
を
兼
ね
て
お
り
、
全

国
か
ら
ヤ
マ
ガ
タ
フ
ァ
ン
も
か
け

つ
け
た
。
釦
日
に
は
ヤ
マ
ガ
タ
氏

本
人
が
来
場
、
午
後
４
時
釦
分
か

ら
は
サ
イ
ン
会
で
盛
況
だ
っ
た
。

氏
の
最
新
作
は
「
ス
イ
ス
の
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
屋
さ
ん
」
と
「
モ
ン
テ

カ
ル
ロ
の
夜
」
。
作
品
の
美
し
さ

は
も
と
よ
り
そ
の
価
格
に
も
驚
か

さ
れ
た
…
。

１
９２

１

六
○
ｍ
ｍ
で
○
ｍ
「

☆
株
式
会
社
ワ
ー
ル
ド
の
畑
崎
席
敏
社

長
が
６
月
１
日
よ
り
社
主
に
、
寺
井
秀

蔵
さ
ん
が
新
社
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

☆
作
家
の
筒
井
康
隆
さ
ん
が
執
筆
を
再

開
。
７
月
４
日
、
新
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ

ル
ホ
テ
ル
（
会
費
１
万
円
）
で
執
筆
再

開
・
シ
ュ
パ
リ
エ
章
受
章
を
祝
う
会
が

催
さ
れ
る
。
氏
の
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍

を
祈
念
。

☆
神
戸
ブ
ー
タ
ン
友
好
協
会
（
会
長
・

安
岡
利
美
）
は
、
５
月
ｎ
日
を
も
っ
て

事
務
所
が
移
転
し
ま
し
た
。
〒
卸
神
戸

市
中
央
区
一
一
一
宮
町
１
．
，
．
１
神
戸
交

通
セ
ン
タ
ー
ピ
ル
８
階
・
神
戸
地
下
街

株
式
会
社
内
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
８
．
３
９
１
．
４
０

２
４
Ｆ
Ａ
Ｘ
３
３
２
．
５
１
８
５

☆
石
井
一
代
議
士
が
本
年
５
月
、
議
員

生
活
坊
年
を
迎
え
ら
れ
、
衆
議
院
本
会

議
に
お
い
て
永
年
在
職
議
員
表
彰
を
受

け
ら
れ
た
。
７
月
７
日
神
戸
ポ
ー
ト
ピ

ア
ホ
テ
ル
（
会
費
３
万
円
）
で
祝
う
会

が
開
か
れ
為
。

★
君
本
昌
久
さ
ん
（
詩
人
）
が
亡
く
な

っ
て
３
ヶ
月
。
７
月
哩
日
（
土
）
午
後

１
時
よ
り
、
パ
レ
ス
神
戸
２
階
大
会
議

場
（
会
費
８
千
円
）
に
お
い
て
偲
ぶ
会

が
開
か
れ
る
。
当
日
は
「
飛
鳥
へ
」
の

ビ
デ
オ
上
映
、
「
君
本
昌
久
の
仕
事
」

委
水
稔
和
）
、
「
彼
の
駆
け
ぬ
け
た
時
代
」

諺
山
平
一
、
青
木
は
る
み
、
倉
橋
健
一

ほ
か
）
と
題
し
た
お
話
も
あ
り
ま
す
。

Ⅲ
玉
井
方
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
８
．
４
５
１
．
４
１
５
５

☆
（
株
）
神
港
ジ
ャ
ー
ナ
ル
社
古
小
信

夫
取
締
役
／
月
刊
神
戸
胃
○
国
団
グ
ー
」

発
行
が
、
５
月
妬
日
よ
り
事
務
所
を
移

転
。
〒
卸
中
央
区
三
宮
町
１
．
ｍ
・
工
神
戸
交

通
セ
ン
タ
ー
ピ
ル
８
階
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
８
．
３
９

２
．
５
５
７
７
Ｆ
Ａ
ｘ
３
９
２
唇
５
５
７
８

☆
人
形
浄
瑠
璃
雪
呈
旦
至
（
代
表
・
野

津
吉
三
）
の
後
援
会
代
表
が
６
月
を
も

っ
て
横
溝
み
さ
子
さ
ん
に
。
東
京
事
務

局
〒
唖
東
京
都
杉
並
区
高
円
寺
北
３
．

銘
・
塑
Ｔ
Ｅ
Ｌ
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
．
３
３
３
７
．

７
３
２
６
関
西
事
務
所
〒
砲
ｌ
、
神
戸
市

北
区
星
和
台
６
・
鵡
・
３
Ｔ
Ｅ
Ｌ
＆
Ｆ
Ａ
ｘ

Ｏ
７
８
ｏ
５
９
１
◇
８
５
９
２
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Ｓ
コウベファッションソサエティ
神戸ファッション市民大学ＯＢによるグループ

ク鋪戸のファッション都市化をめざす

NEWWS178

事務局／神戸市中央区下山手通３－１－１８
ツインズトアビル４Ｆ月刊神戸っ子内
T E L O 7 8 - 3 3 1 - 2 2 4 6

５月マンスリー講演５月2 3日(金) 1 8時3 0分より神戸市勤労会館にて/講師:㈱大丸ｸ ﾚジｯ ﾄ ｻ ｰビｽ池本義治氏
｢ ショッピングマナーについて～上手な売り方・買い方」
現在では大丸クレジットサービスの大阪

本社に勤務されている池本氏ですが、大丸
百貨店に入社時から2 5 年間は、外商一筋と
いう接客サービスのベテラン。お客様との
上手なお付き合いを通した販売ノウハウを
数々の思い出とともにお話しいただいた。
Ｓ店頭売りだけでなかった! ？
外商という商売があることすら知らなか
った新入社員の私は、入社して1 0 日間程の
研修を受けた後、いきなり法人担当として
実践に出されました。右も左もわからない
まま、前任者から引き継いだ2 0 0 件にご挨拶
をかねて営業するのですが、ある会社での
出来事です。一般に法人の営業は総務部を
窓口にすることが多いのですが、実はその
会社のみ総務ではなく別に仕切っておられ
る人がおり、その人にお願いするくさだっ
たＩのです。自分を差し置いて総務に挨拶
に通ったヤツという悪印象は、後の営業に
もずっとマイナス要素として付いてまわり
ました｡ ☆教訓…初回営業の印象が､ 商売
の成功権を握ること多し。最初のマイナス
を簡単にはゼロに出来ないので、営業前の
相手先調べは念入りに。お客様台帳の制作
など引き継ぎ業務も重要です。
、お客様は七ヘンゲ
お客様が機嫌の良い時に営業し、すんな

｜り契約できて大喜び｡ところが商品手配を
913済ませて持参した時にお客様がご機嫌斜め

だったから大変です。同一人物と思えない
変わりようで、そんな契約をした覚えはな
いと追い返されました。お付き合いが基本
の外商ですが、いつもお客様の機嫌が良い
とは限らない。ましてやご機嫌ばかりを気
にしていては、こちらの神経がもちません。
☆教訓…相手の機嫌バイオリズムをつかめ。
不機嫌な時に伺って、良い話がお流れにな
らぬよう、また機嫌伺いばかりで自分の神
経が擦りへらないよう、事前に電話して様
子を伺うなど、相手の性格や機嫌の流れを
つかむ工夫を。
、販売の基本ルールはこれにつきる
長年、接客業務一筋に過ごしてきて、私
なりに学んだことは、お客様へのサービス
とは、いかに自分を信頼してもらえるか、
つまり相手の要望にいかに迅速で心のこも
った対応ができるかということ。マナーや
サービスにゴールはありませんがお客様の
言いなりになって振り回されるのではなく、
自分が相手を調整、啓蒙する。店としての
ポリシーを打ち出しながら、最低限ではな
く、最高のマナーやサービスをできる環境
を自分で作り出し、誰々さんだから安心と
言っていただける信頼を築きだす。神戸は
震災以降、大丸をはじめ、次々と新しいビ
ルやショップが出来、ハード的には充実し
てきましたが、接客マナーを含めたサービ
スというソフト部分は、逆に質が落ちてい

るように思えま

す｡ 神戸大丸も、
店は奇腿になっ
たが店員サービ
スが無茶苦茶と
いわれないよう
に、たとえ契約社員や派遣社員でも大丸に
ふさわしいサービスが出来る人員かどうか
試験や教育を徹底するようにしています。
◎K F S （店側）からお買い物する際のお願い
『お店のとって商品は命』
例えばファッションブティックなどでハン
ガーに掛けてディスプレイしている場合、
商品の肩部分にふれてお気に入りを探して
いませんか。何十人に肩を触れられた商品
は、パットはへちゃげて売り物になりませ
ん。試着時に少し注意すれば、化粧が商品
に付くことも防げるのです。自分が買わな
ければ誰か他の人が買う可能性があるとい
うことを考えて、ファッション都市・神戸
にふさわしいスマートなお買い物マナーの
実践をお願いします。

●７月マンスリーは、K F S 総会です。
日時：７月１８日（金）

受付1 8 時開会1 8 時3 0 分
場所：ホテルゴーフルリッツ1 5 階

アンダルシアの間
会費：8 0 0 0 円
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国
際
宝
飾
展
に
行
く

第
一
回
神
一
瞬
国
際
宝
飾
展
Ｉ
Ｊ
Ｋ
Ｗ

六
月
十
二
日
、
Ｊ
Ｒ
の
三
宮
駅
前
か
ら
ポ
ー
ト
ラ
イ
ナ
ー
に
の
っ
て
、
梅
雨
の
晴

れ
間
の
神
戸
港
を
車
窓
に
な
が
め
な
が
ら
、
第
一
回
神
戸
国
際
宝
飾
展
へ
い
っ
た
。

海
も
空
も
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
の
新
緑
や
高
層
の
ビ
ル
群
も
、
太
陽
を
あ
び
て
さ
ん

さ
ん
と
か
が
や
い
て
い
た
。
正
面
ロ
ー
タ
リ
ー
で
は
デ
キ
シ
ー
・
ラ
ン
ド
・
ジ
ャ
ズ

の
バ
ン
ジ
ョ
ー
と
ベ
ー
ス
が
低
音
を
き
そ
い
あ
っ
て
、
国
際
宝
飾
展
の
開
幕
へ
と
み

ち
び
い
て
い
っ
た
。

福
元
早
夫
作
毒

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
神
戸
回

純
白
の
ド
レ
ス
に
か
が
や
い
た
三
名
の

パ
ー
ル
プ
リ
ン
セ
ス
が
登
場
し
て
き
た
。

つ
づ
い
て
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

の
参
列
者
が
、
展
示
場
の
正
面
の
総
合
受

付
前
の
特
設
会
場
に
、
つ
ぎ
つ
ぎ
に
姿
を

あ
ら
わ
し
た
。
中
央
に
こ
の
第
一
回
神
戸

国
際
宝
飾
展
の
主
催
者
で
、
リ
ー
ド
・
エ

グ
ジ
ピ
ジ
ョ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社
の

代
表
で
あ
る
石
積
忠
夫
氏
が
立
っ
た
。
そ

の
右
よ
こ
に
、
日
本
真
珠
振
興
会
の
会
長

で
あ
る
田
崎
俊
作
氏
が
な
ら
ん
だ
。
左
よ

こ
に
副
会
長
の
山
本
泉
氏
が
立
っ
た
。

神
戸
市
の
笹
山
幸
俊
市
長
が
田
崎
氏
と

な
ら
ん
で
立
っ
た
。
そ
の
ほ
か
に
神
戸
商

工
会
議
所
の
会
頭
で
あ
る
牧
冬
彦
氏
の
顔

が
あ
り
、
イ
タ
リ
ア
貿
易
振
興
会
大
阪
事

務
所
の
副
所
長
で
あ
る
ヴ
イ
ッ
ト
リ
オ
・

メ
コ
ッ
ッ
ィ
氏
の
顔
も
あ
っ
た
。
ド
イ
ツ

連
邦
共
和
国
総
領
事
館
の
総
領
事
で
あ
る

１
９４

１
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WiiIwi&

１
９５

１

こ
の
展
示
会
の
特
徴
は
、
ワ
ー
ル
ド
パ
ー

ル
エ
リ
ア
、
国
内
ジ
ュ
エ
リ
ー
エ
リ
ア
、

海
外
ジ
ュ
エ
リ
ー
エ
リ
ア
、
ジ
ェ
ム
ズ
ス

ト
ー
ン
ズ
コ
ー
ナ
ー
、
宝
飾
関
連
製
品
コ

ー
ナ
ー
に
分
か
れ
、
真
珠
以
外
の
宝
飾
品

も
数
多
く
出
品
さ
れ
て
い
た
こ
と
だ
っ
た
。

会
場
の
、
２
号
館
の
ワ
ー
ル
ド
パ
ー
ル

エ
リ
ァ
の
宝
飾
空
間
で
、
真
珠
の
美
し
さ

に
見
と
れ
て
い
る
と
『
タ
カ
ハ
シ
パ
ー
ル
」

の
副
社
長
で
あ
る
高
橋
洋
三
さ
ん
に
出
あ

っ
た
。
す
ば
ら
し
い
で
す
ね
、
と
声
を
か

け
る
と
、
「
な
ん
せ
第
一
回
目
で
す
か
ら
ね
、

神
戸
で
の
宝
飾
展
は
。
手
さ
ぐ
り
で
し
た

よ
。
自
慢
で
き
る
の
は
、
神
戸
の
企
業
が

中
心
と
な
っ
て
、
世
界
中
の
真
珠
企
業
が

こ
こ
に
集
ま
っ
て
い
る
こ
と
で
す
ね
。
そ

れ
に
、
黒
蝶
真
珠
コ
ー
ナ
ー
や
白
蝶
真
珠

コ
ー
ナ
ー
な
ど
の
、
専
門
性
の
高
い
空
間

を
つ
く
っ
て
い
る
こ
と
で
す
よ
」
と
高
橋

さ
ん
は
胸
を
は
っ
て
か
ら
、
よ
く
ひ
び
く

男
性
的
な
声
で
さ
ら
に
こ
と
ば
を
は
ず
ま

せ
た
。
「
神
戸
の
町
は
震
災
で
大
き
な
打
撃

を
う
け
ま
し
た
が
、
こ
の
国
際
宝
飾
展
に

あ
わ
せ
て
真
珠
の
国
際
会
議
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
を
行
う
こ
と
で
、
日
本
の
国
内
は
も

と
よ
り
、
世
界
中
の
宝
飾
業
者
に
対
し
て
、

真
珠
の
集
散
地
と
し
て
、
ま
す
ま
す
そ
の

地
域
的
機
能
が
、
重
要
視
さ
れ
て
い
る
真

珠
の
都
で
あ
る
神
戸
を
広
く
ア
ピ
｜
ル
し

て
、
真
珠
そ
の
も
の
の
啓
蒙
を
は
か
っ
て

い
く
場
に
し
た
い
で
す
ね
」

塁

ー

阜

墜さ

ノ

鐸
『

田崎氏をはさんで主催の石積氏と笹山神戸市長国内ジュエリーエリア内のメーカーとバイヤー

ニ
ル
ス
・
グ
ル
ー
ベ
ル
氏
が
立
っ
て
、
イ

ン
ド
総
領
事
館
の
総
領
事
で
ア
シ
ョ
ー

ク
・
ク
マ
ー
ル
氏
も
た
っ
た
。
財
団
法
人

遠
東
貿
易
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
大
阪
事
務

所
の
副
所
長
で
あ
る
李
富
山
氏
が
顔
を
な

ら
べ
た
。
世
界
真
珠
機
構
か
ら
ア
メ
リ
カ

を
代
表
し
て
テ
リ
ー
・
デ
リ
ア
氏
と
同
じ

く
タ
ヒ
チ
か
ら
マ
ー
チ
ン
・
コ
エ
ロ
ー
リ

氏
が
、
そ
れ
に
く
わ
え
て
カ
ナ
ダ
を
代
表

し
て
ピ
エ
ー
ル
・
ア
ッ
ケ
リ
ア
ン
氏
が
、
と
、

国
際
色
ゆ
た
か
な
顔
ぶ
れ
が
な
ら
ん
だ
。

司
会
者
の
マ
イ
ク
で
、
セ
レ
モ
ニ
ー
が

は
じ
め
ら
れ
た
。
パ
ー
ル
プ
リ
ン
セ
ス
た

ち
の
手
で
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
用
意
が
す

す
め
ら
れ
て
、
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
が
高
ら

か
に
鳴
り
た
っ
た
。
九
時
四
十
五
分
だ
っ

た
。
こ
の
国
際
的
な
大
セ
レ
モ
ニ
ー
を
ひ

と
目
み
よ
う
と
、
展
示
場
の
正
面
の
ロ
ー

タ
リ
ー
は
、
足
の
ふ
み
場
も
な
い
人
だ
か

り
だ
っ
た
。
関
係
者
の
ほ
か
に
、
近
く
の

ビ
ル
の
オ
フ
ィ
ス
か
ら
顔
を
だ
し
た
女
性

た
ち
が
目
だ
っ
た
。

日
本
真
珠
振
興
会
の
会
長
で
あ
る
田
崎

俊
作
氏
が
あ
い
さ
つ
に
立
っ
て
壇
上
に
の

ぼ
っ
た
。
田
崎
氏
は
第
一
回
神
戸
国
際
宝

飾
展
の
開
幕
を
い
ま
こ
こ
に
つ
げ
て
か
ら
、

こ
の
宝
飾
展
に
、
世
界
の
二
十
一
ヶ
国
の

地
域
か
ら
、
約
二
百
五
十
社
の
真
珠
や
宝

石
な
ど
の
宝
飾
品
が
、
こ
の
神
戸
国
際
展

示
場
に
集
結
し
て
い
る
、
と
い
っ
て
か
ら
、

関
係
者
に
こ
の
展
示
会
が
無
事
に
成
功
す

る
よ
う
に
、
協
力
を
も
と
め
た
。
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』

GI7雨

ｌ
配
ｌ

技
術
革
新
に
ふ
れ
て
ま
だ
ま
だ
進
歩
す
る

要
素
は
あ
る
、
と
報
告
し
た
．
さ
ら
に
は
、

遺
伝
的
な
特
性
と
細
胞
の
分
化
、
品
質
に

か
か
わ
る
結
晶
や
地
球
の
温
暖
化
の
問
題
、

生
物
が
持
っ
て
い
る
機
能
が
、
今
後
の
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
の
ヒ
ン
ト
に
な
る
の
で

は
な
い
か
、
と
い
っ
た
こ
と
や
、
生
物
産

業
と
生
き
も
の
の
特
性
の
研
究
や
開
発
と

い
っ
た
こ
と
の
、
今
日
的
な
情
況
を
語
っ

た
。和

田
氏
は
ア
コ
ャ
の
大
量
の
変
死
に
ふ

れ
て
、
漁
場
の
悪
化
や
自
然
の
エ
サ
の
不

足
や
、
フ
グ
養
殖
の
ホ
ル
マ
リ
ン
の
影
響

や
、
ウ
ィ
ル
ス
病
説
な
ど
に
も
そ
の
原
因

を
さ
が
し
て
か
ら
、
ア
コ
ヤ
貝
そ
の
も
の

が
弱
体
化
し
て
き
た
の
で
は
、
と
述
べ
た
。

赤
松
氏
の
テ
ー
マ
は
、
真
珠
の
品
質
に

つ
い
て
の
報
告
で
、
こ
の
問
題
の
背
景
に

は
、
海
場
の
老
化
と
労
働
力
の
老
化
を
あ

げ
、
さ
ら
に
は
核
の
不
足
や
ゴ
カ
イ
の
不

足
は
、
海
が
汚
れ
て
い
る
せ
い
だ
ろ
う
と

い
い
、
そ
れ
ら
へ
の
対
応
策
と
し
て
、
Ｊ

Ｉ
Ｓ
の
よ
う
な
真
珠
の
規
格
化
や
品
質
委

員
会
と
い
っ
た
問
題
や
、
輸
入
真
珠
の
品

質
の
チ
ェ
ッ
ク
に
ふ
れ
て
、
従
来
は
生
産

者
保
護
の
立
場
だ
っ
た
が
、
今
後
は
消
費

者
を
保
護
す
る
う
え
で
も
、
情
報
の
開
示

の
必
要
性
が
あ
る
、
と
述
べ
た
。

講
師
陣
の
語
り
口
は
、
真
剣
そ
の
も
の

だ
っ
た
。
「
ア
コ
ヤ
真
珠
の
明
日
」
に
つ
い

て
の
三
人
の
問
題
提
起
も
個
性
的
で
未
来

性
に
と
ん
だ
夢
と
希
望
を
も
た
せ
る
も
の

だ
っ
た
。

（
認

錘
一
錘
一

ー

精鋤

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
ア
コ
ヤ
真
珠
の
今
日
と
明
日
」

ｒ
観
鱗
γ
…

９

展示場内は目がくらむ宝飾品があふれていた国際色豊かなレセプションパーティ

午
後
二
時
か
ら
、
神
戸
国
際
展
示
場
内
の

二
階
会
議
室
で
「
ア
コ
ャ
真
珠
の
今
日
と

明
日
」
を
テ
ー
マ
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
ひ

ら
か
れ
た
。
百
二
十
名
の
収
容
能
力
を
も

つ
会
場
に
、
二
百
名
を
こ
え
る
参
加
者
が

顔
を
出
し
て
、
主
催
者
の
真
珠
新
聞
社
は

対
応
に
お
お
わ
ら
わ
だ
っ
た
。

テ
ー
マ
は
大
別
し
て
、
つ
ぎ
の
三
つ
に
分

け
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
ず
、
真
珠
を
つ

く
る
と
い
う
こ
と
の
、
世
界
中
で
最
高
の

知
識
水
準
と
、
い
ま
海
の
な
か
で
お
こ
っ

て
い
る
こ
と
の
、
化
学
的
な
分
析
を
明
ら

か
に
し
て
い
く
こ
と
。
つ
ぎ
に
、
母
貝
別

に
多
種
多
様
な
真
珠
が
、
世
界
の
海
か
ら

供
給
さ
れ
て
い
る
が
、
真
珠
と
は
何
か
、

真
珠
の
品
質
と
は
何
か
、
と
い
っ
た
点
に

関
し
て
、
日
本
の
側
か
ら
問
題
提
起
が
な

さ
れ
た
。
い
ま
ひ
と
つ
は
、
こ
れ
か
ら
先

の
い
っ
さ
い
を
包
み
こ
ん
だ
う
え
で
の
、

日
本
の
真
珠
業
界
と
し
て
の
決
意
の
表
明

が
な
さ
れ
た
。

講
師
陣
は
、
日
本
真
珠
振
興
会
・
世
界

真
珠
機
構
の
会
長
で
あ
る
岡
崎
俊
作
氏
を

中
心
に
、
元
三
重
大
学
教
授
の
和
田
浩
爾

氏
と
、
ミ
キ
モ
ト
真
珠
研
究
所
の
所
長
で

あ
る
赤
松
蔚
氏
だ
っ
た
。
和
田
氏
は
自
分

は
真
珠
研
究
家
で
あ
る
、
と
い
っ
て
か
ら
、

そ
の
立
場
で
の
報
告
で
、
ま
ず
ア
コ
ャ
貝

が
真
珠
を
つ
く
っ
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
を
科

学
的
に
説
明
し
て
か
ら
、
移
植
、
つ
ま
り

真
珠
の
養
殖
の
改
善
や
改
良
と
い
っ
た
、
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パールプリンセスが華やかさをそえた

紀
の
初
頭
に
、
口
本
真
珠
振
興
会
が
、
真

珠
業
界
か
ら
の
情
報
発
信
の
一
大
拠
点
と

し
て
、
神
戸
の
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
に
建

設
を
予
定
し
て
い
る
「
ワ
ー
ル
ド
パ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
』
の
実
質
的
な
下
地
づ
く
り
の

役
割
を
は
た
す
こ
と
、
第
三
に
、
震
災
後

の
神
戸
復
興
の
た
め
の
有
効
な
経
済
活
性

化
の
材
料
と
な
る
こ
と
の
、
こ
の
三
点
で

あ
り
ま
す
」
会
場
内
に
拍
手
が
鳴
り
わ
た

っ
て
、
乾
杯
の
用
意
が
と
と
の
え
ら
れ
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
の
墓
昆
デ
ィ
ズ

ニ
ー
ラ
ン
ド
の
、
デ
エ
キ
シ
ー
ラ
ン
ド
ジ
ャ

ズ
の
生
バ
ン
ド
が
、
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
や
ト
ロ

ン
ボ
ー
ン
で
パ
ー
テ
ィ
ー
の
雰
囲
気
を
つ
く

り
は
じ
め
た
。
参
加
者
た
ち
が
祝
杯
の
ビ

ー
ル
で
の
ど
を
う
る
お
す
と
、
パ
ー
プ
ル

プ
リ
ン
セ
ス
た
ち
は
カ
メ
ラ
の
フ
ラ
ッ
シ

ュ
を
あ
び
は
じ
め
た
。
料
理
や
ア
ル
コ
ー

ル
が
ふ
ん
だ
ん
に
は
こ
ば
れ
て
、
会
場
が

宝
飾
展
か
ら
豊
食
展
へ
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

す
す
め
ら
れ
た
よ
う
な
格
好
だ
っ
た
。

ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
を
あ
と
に
し
て
、

市
民
広
場
駅
か
ら
ポ
ー
ト
ラ
イ
ナ
ー
に
の

っ
た
。
車
窓
に
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
の
巨
大

な
観
覧
車
が
見
え
た
。
宝
石
の
よ
う
に
光

り
か
が
や
い
て
い
た
。
め
ず
ら
し
く
星
が

で
て
い
た
。
美
し
い
と
思
っ
た
。
金
星
が

ぴ
か
つ
、
ぴ
か
つ
、
と
、
と
め
ど
な
く
ま

ば
た
き
を
く
り
か
え
し
て
い
た
。
神
戸
の

街
の
灯
が
、
そ
の
ま
ば
た
き
に
輝
き
か
え

し
て
い
た
。

一
九
九
七
・
六
・
一
七

シンポジウム場内は熱気につつまれていた

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー

午
後
六
時
か
ら
、
む
か
い
に
あ
る
『
神
戸

ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
』
で
、
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
パ
ー
テ
ィ
ー
が
ひ
ら
か
れ
た
。
こ
の
パ

ー
テ
ィ
ー
は
、
第
一
回
神
戸
国
際
宝
飾
展

の
開
催
記
念
を
祝
っ
て
、
宝
飾
界
を
代
表

す
る
人
た
ち
や
、
本
展
の
出
展
社
や
、
来

場
し
た
人
た
ち
や
、
そ
れ
に
く
わ
え
て
各

国
の
大
使
館
の
関
係
者
た
ち
が
、
ホ
テ
ル

の
『
借
楽
の
間
」
に
四
百
名
以
上
も
参
加

し
て
、
盛
大
に
お
こ
な
わ
れ
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
、
リ
ー
ド
・
エ
グ

ジ
ビ
ジ
ョ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社
の
代

表
取
締
役
の
石
積
忠
夫
氏
が
あ
い
さ
つ
に

立
っ
て
、
宝
飾
展
の
開
催
に
い
た
る
ま
で

の
過
程
を
の
べ
て
か
ら
、
「
真
珠
の
集
散
地

で
、
世
界
的
な
取
引
の
中
心
地
で
あ
る
神

戸
で
、
大
規
模
な
展
示
会
を
開
催
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
真
珠
の
街
・
国
際
都
市
神

戸
を
、
全
世
界
に
さ
ら
に
ア
ピ
ー
ル
し
た

い
」
と
決
意
の
ほ
ど
を
あ
き
ら
か
に
し
た
。

つ
づ
い
て
特
別
後
援
会
長
で
あ
る
田
崎
俊

作
氏
が
壇
上
に
た
っ
て
、
こ
の
国
際
展
示

会
の
開
催
の
意
義
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ

た
。

「
ま
ず
第
一
に
、
真
珠
の
一
大
集
散
地

と
し
て
世
界
的
に
名
高
い
神
戸
に
と
っ
て
、

初
め
て
の
国
際
ト
レ
ー
ド
シ
ョ
ー
と
な
る

こ
と
、
ま
た
こ
れ
に
よ
っ
て
、
真
珠
の

街
・
神
戸
を
、
広
く
内
外
の
関
係
者
に
ア

ピ
ー
ル
出
き
る
こ
と
、
第
二
に
二
十
一
世

１
９７

１
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